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スポーツボランティアに対する認識と参加意欲の関係について
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要旨：スポーツボランティア活動体験者を対象とし，スポーツボランティアに対するイメージと参加
意欲の関係について明らかにすることを目的とした。
⑴　 スポーツボランティアに対するイメージから「ポジティブな活動」因子と参加意欲の関係性がみ

られた
⑵　 日常生活規模のスポーツボランティアへの参加意欲には「スポーツ技能の活用」との関係性がみ

られた
これらの結果から，スポーツボランティア活動への参加意欲には，自身のもつスポーツ経験や技術，
知識が活かされることがポジティブに働く可能性が示唆された。参加意欲に影響を及ぼす諸要因につ
いてさらに詳細な調査が求められる。
キーワード：スポーツボランティア，大学生，参加意欲，地域スポーツクラブ

Ⅰ．はじめに

　我が国におけるスポーツ活動におけるボランティア
は日常生活規模の活動から国際・全国大会規模のス
ポーツイベントまで，その存在なしに活動の維持は不
可能になってきた（山口，2007）。運動・スポーツ活
動は「する」や「みる」だけではなく，「支える」と
いったスポーツボランティアの存在が重要視されてい
る（文科省，2010）。「スポーツボランティア」の実施
率は，これまでの時系列変化をみても１割程度である

（笹川スポーツ財団，2016）。さらに，スポーツボラン
ティア活動において，高齢化や担い手が不足してお
り，活動内容に関する情報が少ない等の課題が挙げら
れている（日本スポーツボランティアネットワーク，
2015）。新たなスポーツボランティア実施者を養成し
ていくことがスポーツ活動の普及に求められる課題で
ある。
　これまでスポーツボランティアに関する研究は，イ
ベントボランティアに参加を対象に参加者情報や動機
といった活動意欲の要因分析に関する研究（長ヶ原ほ

か，1991）や活動状況や活動意識といった実施者の
満足感，継続意志が明らかにされてきている（松尾，
1998）。これまでイベントボランティアに焦点が当て
た研究が多く行われており，日常において定期的に活
動するクラブや団体のボランティアを対象としたもの
は多くない現状である。スポーツボランティアに関す
る研究課題は，その行動原理の解明にある。それは，
ボランティア人員を如何に確保するかという共通認識
があるためである。スポーツボランティアを募集する
際に参加動機，ニーズ，条件といった活動に関する諸
要因を把握・分析することは重要なことである。こう
した人材育成を踏まえ，スポーツ基本計画（スポーツ
庁，2017）では，「指導者やボランティアの育成，ア
スリートのキャリア形成支援など，大学は質の高いス
ポーツ人材の育成に重要な役割を担っている」と表記
されている。スポーツボランティアにおいて，大学を
重要な経営資源として捉えており，今後も大学生のス
ポーツボランティア活動を対象とした研究は必要であ
ろう。特に体育系大学生が在籍する大学がスポーツボ
ランティア育成に関わる可能性が高いことが予測され



る。スポーツボランティア活動に参加する学生の参加
動機や意欲の特徴を表出させることは，スポーツその
もの普及に貢献されるだろう（清宮ほか，2021）。こ
れまで大学生を対象としたスポーツボランティアの研
究は，大学生のニーズを検討した研究（内藤，2007）
や実際のスポーツボランティア参加者の思いに着目
し，意識変化のプロセスについて調査し，参加学生が
消極的態度から活動を通じて積極的に変化していく
様相を明らかにした研究が挙げられる（豊田・金森，
2005）。これらの研究から，山下・行實（2015）によ
り，Ｊリーグの運営ボランティアに参加する学生を対
象にボランティア体制の整検討をしている。
　松本（1999）は障害者スポーツイベントにおけるボ
ランティア活動に参加した学生を対象に参加動機につ
いて８因子を抽出している。この結果を踏まえ，清宮
ほか（2021）は，スポーツボランティア活動に対して
意欲的な学生と意欲的ではない学生の特徴を整理して
いる。体育系大学生はスポーツボランティアについて
どのような志向性や活動期待を持ち，それらを類型化
することで，その属性について検討している。意欲的
ではない学生の特徴として「義務型」と「貢献型」の
イメージを有する学生であったと指摘している。これ
らから，ボランティア経験やスポーツボランティア
に対するイメージが活動意欲や参加動機に影響を及ぼ
す可能性がある。そこで本研究では，スポーツボラン
ティア活動の経験者を対象とし，スポーツボランティ
アに対するイメージと参加意欲の関係性について明ら
かにすることを目的とする。

Ⅱ．方法

２−１．調査対象

　本調査の対象者は2021年度Ａ大学でのボランティア
関連科目履修者63名である。当該科目において，Ｊ
リーグでの運営ボランティアと地域スポーツクラブで
のボランティアの体験をしている。調査期間は，2021
年７月の１週間かけてGoogleフォームによる質問紙
調査を実施した。有効回答数は42名（有効回答率：
66.7%）であった。

２−２．調査内容

　清宮（2021）が作成したスポーツボランティアへ
のイメージ23項目から得られた結果から６つの因子

「ボランティア精神」「ポジティブな活動」「他律参加」
「スポーツ技能の活用」「報酬」「所属先参加」として

設定した。まず各因子得点とスポーツイベントへの参
加意欲に差異がみられるのかについて検討した。因子
得点群を３群に分類し，スポーツボランティアへの参
加意欲とクロス集計を行った。各因子得点群は，平均
値から前後２点を中郡とし，中群より低い得点群を低
群，高い群を高群とした。なお，スポーツボランティ
アへの参加意欲については，「全く参加したくない」，

「あまり参加したくない」を「参加したくない」とし，
「やや参加したい」，「非常に参加したい」を「参加し
たい」と設定し直し，３項目で分析を行った。本稿で
はノンパラメトリック検定によるχ２検定の結果を示
したものである。その後，χ２検定において有意差が
認められた項目において多重比較検定を行った。な
お本調査の統計有意水準は５%未満とし，データ分析
は，IBM SPSS Statistics25を用いた。

Ⅲ．結果と考察

３−１．基本的属性

　調査対象者の基本的属性として，性別は「男性」
81%，「女性」19%，学年は「２年生」が71.4%，「３
年生」21.4%，「４年生」7.1%であった。次に所属は

「大学部活動」66.7%，「大学サークル」16.7％，「クラ
ブチーム」2.4%，「所属なし」14.3%となり，過去のス
ポーツボランティア経験は，「経験なし」50％，「経験
あり」50％であった。

表１　基本的属性
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３−２．�スポーツボランティアイメージ尺度とへの参

加意欲の関係について

　スポーツボランティアへの参加意欲は，「国際規
模」，「全国規模」，「地域規模」，「日常生活規模」は，
表２に示すように，各項目とも８割前後が“参加した
い”の回答であった。本稿の調査対象者は全体的に参
加意欲の高い層が調査対象者であると考えられる（表
２）。
　次に清宮（2021）が作成したスポーツボランティア
へのイメージの得点因子得点（表３）とスポーツイ
ベントボランティアへの参加意欲について，ノンパ
ラメトリック検定によるχ２検定を行った。スポーツ
ボランティアへの参加意欲に対する規模として「国
際規模」では，本稿での標本数では有意な差がみら
れなかった（p<.05）。「全国規模」の参加意欲におい
て「ポジティブな活動」因子と有意な参加意欲差がみ

られた。本調査における多重比較検定の結果，「どち
らともいえない」と比べ「参加したい」群に有意に高
い結果であった。「地域規模」の参加意欲では，「ポ
ジティブな活動」因子に有意な参加意欲差がみられ
た。地域規模では，すべて参加意欲間に有意な差がみ
られ，「参加したい」，「どちらともいえない」，「参加
したくない」の順に有意に高い結果であった。「日常
生活規模」の参加意欲では，「ポジティブな活動」と

「スポーツ技能の活用」因子において有意な差がみら
れた。「ポジティブな活動」では，「どちらともいえな
い」に比べ「参加したい」が，「参加したくない」に
比べ「参加したい」が有意に高く，「スポーツ技能の
活用」では，「参加したくない」に比べ「参加したい」
が有意に高い結果であった（表４）。
　スポーツボランティアの活動規模を問わず，参加意
欲が高い群ほど，「ポジティブな活動」因子が高いこ

表２　スポーツイベントへの参加意欲

表３　スポーツボランティアへのイメージ

表４　スポーツボランティアへのイメージと参加意欲の関係
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とから本調査対象者は，スポーツボランティア活動
を非日常な体験として捉えていることが考えられる。
Ｊリーグや地域スポーツクラブでのボランティアを経
験していることから，ボランティアそのものの意識変
化が生じている可能性が考えられる。本稿における調
査実施期間は，スポーツボランティアへ参加後の調査
であったことから，全体的にスポーツボランティアへ
の参加意欲が高くなったことが想定される一方で，ボ
ランティア活動そのものに対する意識変化を促す可能
性が考えられる。さらに「日常生活規模」において
は，「スポーツ技能の活用」因子に差がみられたこと
から，地域スポーツクラブでのボランティア経験は，
調査対象者にとって，自身のスポーツ経験や技術，知
識を活用できる体験であったと認識していることが考
えられる。スポーツボランティア活動の推進に向け，
自身の経験を活かせる体験がスポーツボランティアへ
の参加意欲の向上につながることが想定される。

Ⅳ．まとめ

　本稿では，スポーツボランティア活動体験者を対象
にスポーツボランティアに対するイメージと参加意欲
の関係について検討した。スポーツボランティアに対
するイメージから「ポジティブな活動」因子と参加
意欲の関係性がみられた。岡鼻（2013）は，「ボラン
ティア活動経験がある学生は，ボランティア活動経験
がない学生よりもボランティア活動を肯定的に評価
している」と述べているように，本稿においても，ス
ポーツボランティア体験後の調査対象者は，スポーツ
ボランティアに対してポジティブなイメージを抱いて
いることが理解できた。さらにスポーツ技能の活用と
参加意欲に関係がみられたことから，スポーツボラン
ティアとしての体験活動が自身のもつスポーツ経験や
技術，知識が活かされることが参加意欲に対してポジ
ティブに働く可能性が示唆された。
　しかしながら，本稿では，スポーツボランティア経
験者のみが調査対象者であり，経験の有無によるス
ポーツボランティアへの意識は捉えられていない。ボ
ランティア活動経験がない学生はボランティア活動に
対して批判的なイメージが高く，期待感も低いことも
指摘されている（水野・加藤，2007）ように，スポー
ツボランティアに対する参加意欲に影響を及ぼす諸
要因については，さらに詳細な検証が求められるだろ
う。
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